
全
国
一
位

なばりを語ろう。

　

令
和
８
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

で
「
広
報
な
ば
り
」
が
、広
報
紙
（
市

部
）
部
門
で
全
国
１
位
と
な
る
総
務

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

評
価
さ
れ
た
の
は
、
特
集
「
頼
っ

て
ほ
し
い
」
を
掲
載
し
た
令
和
７
年

10
月
号
。
市
内
で
の
分
娩
取
扱
の
再

開
が
す
ぐ
に
は
難
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
今
あ
る
支
援
や
人
の
つ
な

が
り
に
目
を
向
け
て
も
ら
う
こ
と
で
、

不
安
の
軽
減
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
、
編
集
し
ま
し
た
。
サ
ー

ビ
ス
内
容
を
事
例
を
交
え
て
紹
介
し

な
が
ら
、
子
育
て
支
援
に
携
わ
る
担

当
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
「
私
た
ち

を
頼
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
熱
い
思

い
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

審
査
で
は
、「
出
産
か
ら
育
児
へ
と
、

サ
ポ
ー
ト
体
制
が
途
切
れ
な
く
続
い

て
い
く
様
子
を
丁
寧
に
描
い
て
い
る
」

「
こ
の
ま
ち
で
子
を
産
む
不
安
の
解
消

と
、
子
育
て
の
安
心
と
楽
し
さ
を
表

現
し
て
い
る
」「
企
画
の
中
心
に
は『
住

民
の
知
り
た
い
こ
と
に
応
え
る
』
が

あ
り
、
自
治
体
広
報
の
原
点
」
な
ど
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「
広
報
な
ば
り
」が
総
務
大
臣
賞
を
受
賞

令
和
８
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

早
産
と
な
り
、
ま
ず
浮
か
ん
だ
の
は

早
産
と
な
り
、
ま
ず
浮
か
ん
だ
の
は

助
産
師
の
林
さ
ん
の
顔
で
し
た

助
産
師
の
林
さ
ん
の
顔
で
し
た

頑
張
り
過
ぎ
て
笑
顔
を
忘
れ
る
前
に

頑
張
り
過
ぎ
て
笑
顔
を
忘
れ
る
前
に

私
た
ち
を
頼
っ
て
く
だ
さ
い
ね

私
た
ち
を
頼
っ
て
く
だ
さ
い
ね

と
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、

市
の
課
題
や
魅
力
を
市
民
の
皆
さ
ん

と
共
有
し
、
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
広

報
紙
を
目
指
し
ま
す
。

　

な
お
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
市

第 2子が生まれ、ますます頼りたい

の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組

も
、
広
報
企
画
部
門
で
入
選
を
果
た

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
受
賞
を

励
み
に
、
引
き
続
き
、
ま
ち
の
魅
力

を
全
国
へ
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

「子育て支援や母子保健、地域福祉の現場で、日々親子に寄り添う関係機関や地域の皆さんの取組
に対しても大きな評価をいただいた」と、記者会見で笑顔を見せる北川市長（編集担当者と）

改めて読み返してほしい、令和7年 10月号
お産を巡る現状や、母子を支援する制度や仕組み、そして、
妊娠・出産・育児に寄り添う人たちの思いに迫っています。受賞号

なばりじまんなばりじまん
じもと再発見じもと再発見

名張の子育て

特集「頼ってほしい」――その後の物語

中谷 尚子さん
( 咲

さ ゆ

結ちゃんと）

昨年の特集「頼ってほしい」で取材にご協力
いただいたお二人を再び訪ねました

「顔の見える関係」が、何よりの支えに

　「名張には頼れる専門職がたくさんいて、どこで産んで
も大丈夫だと思える」。昨年の特集でそう語ってくれた中
谷尚子さんは、この 4月、奈良県内の病院で無事に長女
を出産。思いもよらず、大変な早産となったそうです。
　「そんな時、真っ先に頭に浮かんだのは助産師・林さん
の顔でした」と中谷さん。出産後、林さんから、「赤ちゃ
んは、お母さんを安全に守れるタイミングと方法を選ん
で、自分もお母さんも傷つかないように産まれてきたの。
あなたにとって『安産』やったのよ」と優しく声をかけ
られ、「本当に気持ちが救われた」と思い返します。　
　インターネットの情報も参考にする中谷さんですが、
「第 2子が産まれ、ますます専門職の皆さんを頼っていき
たい。直接顔を見て話せる関係が、子育て中の私にとっ
て何よりの支えですね」と笑顔を見せてくれました。

生きているだけで「百点満点」。一人で抱え込まないで

　「育児は理想通りにいかなくて当たり前。もう、生きて
いるだけで百点満点です」。昨年の特集で多くの反響を呼
んだ助産師・林みち子さんは、改めてそう語りかけます。

「SNS などの情報に振り回されて、笑顔を忘れてしまう
お母さんが増えています。でも、正しさよりも大切なの
は『楽しさ』。一人で頑張りすぎず、いつでも私たちを頼っ
てください。育児を不安なく楽しめるようサポートする
のが、私たちの役割ですから！」

「一生相談してや！」――名張には頼れる仲間がいます

　今回の「全国一」の知らせに、林さんは「名張の支援
者みんなの頑張りが認められた気がして誇らしい」と顔
をほころばせます。特集掲載後、かつてサポートしたお
母さんたちから「広報紙読んだよ」と次々に連絡が届い
たんだそう。
　「『子どもがもう小学生だけど…』という相談も受けま
した。子どもがいくつになっても悩みは尽きないもの。『一
生相談してや！』と伝えています」。
　あるお母さんの母子手帳に「林さんに話を聴いてもらっ
て、すっきりした」という言葉をみつけ、嬉しさで涙ぐ
んだこともあるという林さん。「無いものばかりに目を
向けるのではなく、今ある温かなつながりを見てほしい。
名張には、あなたを助けたいと思っている仲間が、あち
こちにいますから」。
　「一人で悩まないで、頼ってほしい」。
その想いで結ばれる絆こそ、名張の自慢
としていきたい子育て支援のあり方です。

4 月に第 2子を出産

林 みち子さん

助産師

https://www.city.nabari.lg.jp/s010/110/080/010/1000/201502050713.html
https://nabari-citypromotion.jp/parenting

